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試料調製方法が 粒 度試験結果 に 及 ぼ す影響

神　　幽 光 　　男
ee ，

　 1．　 ま　 え　が 　き

　土 の 粒 度試験 の fJ
’
法 は JIS　A 　12e4 に 規定 きれ て お

り，使用す る試料状態 は 充分に 空気乾燥 した 試料 と され

て い る が，試料 を充分空気乾燥す るに は ， か な りの 日数

を 必 要 と し ， ま た 空 気 乾燥 試料 の 亜 篭 を炉乾燥 し た 時の

重量 に 換算しな け れば な らな い の で 所要 日数を短縮す る

た め ま た 含水比測定を省略す る た め ， JIS に 準拠 せ ず に

炉 乾燥 し た 試料 を 用い る こ とが あ る。粒 度 試 験 の分散方

法 とか 粒 径 加 牘曲線 の 統計学的研究等 に つ い て は 従来行

わ れ て い る が 上 記 の ご と く便 宜 的 に 試料 の 謫製方法 をか

え て 粒慶試験を行う時に よ っ て 砂分，沈泥分，粘 土 分に

どの 程度の 差異 を生ずる もの で あ るか を考察 し た もの で

あ る 。

　 2． 各 試 料 状 態

　標準の 試料調製方法を含 め て 次 の よ うな調製方法で粒

渡 試験を行 っ た。

　 （i）　空 気乾燥試料

　 JIS　A 　 1201 に 準拠 せ る もの。

　 （ii） 炉乾燥試料

　試料を乾燥炉 で24時間乾燥 せ る もの 。

　 （iii） 煮沸試料

　空気乾燥試料 が 2mm 篩 を通 過す る程度 に （i ） よ 9

も静 か に 乳鉢 で す り磁器 ビー
カ
ー

に 試料を入れ蒸留水 を

約 15  cc 加 え て一
時間の 煮沸を行 っ た もの 。

　 （iv）　自然試料

　採 取時の 試料状態 の まま 2mm 篩 を通過 きせ た もの 。

但 し含水比 が 非常に 多 く篩 を通 過 し ない 場合 に は 篩 を通

過す る程度に 僅か 空 気乾燥 を行 っ た もの 。

　 （V ＞　 攪乱試料

　 （iv） と 同様方法 に て篩分けを行 っ た試料 に 蒸留水を

加 え ガ ラ ス 板 の 上で 簿肉ヘ ラに よ り静 か に 300回の 攪乱

を行 っ た もの 。但 し粗 粒 部分が 残 留 しな い と思 わ れ る試

料 ば 2mm 篩を 通過 きせずに 直ち に 攬乱 を行 っ た 。

　3． 試 　験 　方　法

　 土 の 試 料の 分散方法 ぱ （A ）方法 と（B ）方法 とがあ るが

塑 性指 数 に 関係 な く
一

律 に （B ）方法 を適用 し た 。 （i）

（ii） は あ らか じ め準備して おい た過酸化水素 の 6％ 溶

液 100cc を 加 え （iii）は 一
時間 煮 沸 し た あ との 蒸留水残留

重 量 ま た （iv）（V ）は 含水重 量 を 求 め て と もに （i）（ii）と

同時に 過酸化水素 の 6％ 溶液 10Dccを加 え た もの と 同

じ状 態 に な る よ うに し だ 。 そ の 他の 試験方法 は 5試料状

態 とも同じ で 全 て JISに準拠 し た 。

　4． 試 　験 　結　果

　各試料 調 製方 法 に よ っ て得 られ た 土性分は 次 の 如 くに

な る 。

　（a ） 砂 分 （図
一1，

2
，
3

，
4 参照）
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　　　　　図
一1

空気乾 蒸 試 料 〜 炉 乾 燥 試 料 と の 関係
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　　　　図一2

空 気乾 燥試 料 《 ・煮 沸 試 料 と の 関係

詳 工 学修 士 　専任講師 　武蔵工 業大学 土 木教室
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　　　　　図
一3

空気 乾 燥 試料 ・》自然試 料 と の 関係
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　 空 気 乾 燥 試 料 tV 煮 沸試料 と の 関 係
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　　　　　図一4

空気乾燥試料 tV 攪 乱試料 と の 関係

　炉乾燥試料 と空 気 乾燥試料 の 砂分 を比較す れ ば ，ほ と

ん ど全 て の 試料 は 炉 乾燥 試料の方が 多 く算 出 され，煮沸

試料並 び に 自 然試料 は 空 気乾燥 試 料 よ り，わ ずか で は あ

るが 同 じ程度 に 少な く算出され る 。 攪乱試料は 炉乾燥試

料 とは 逆 に 砂分 は ， かな D少 な く求 め られ る 。

（b）　沈泥分 （図
一5，6，7，8 参 照 ）
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空 気 乾燥試料 rV 炉乾燥試料 と の 関係
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　（空気乾燥試 料の 沈泥分）％

　　　　　　 図
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空気乾 燥 試 料 四 自然 乾 燥 試料 との 関係

（空気乾燥 試 料 の 沈 泥 分）％

　　　　　 図一8

空気乾燥試料 〜 攬乱試料 と の 関係

　炉乾燥試料 は 空気乾燥試料 よ り少な く， 煮沸試料及び

自然試料に つ い て は空気乾燥試料の 沈 泥分が 約 40％ 迄

は 比較的同値を示すが それ 以上 に な る と全試料とも同程

度に 空気乾燥試料の 方が 僅か少な くな っ て い る 。 攪乱試

料と空気乾燥試料との 差 は か な り認め られ るが ， ほ とん

ど同様な増減状態 を示 して い る 。
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　 （空 気 乾 燥 試 料の 粘 土 分 ）％

　　　　　　 図一9

空 気 乾 燥 試 料 〜 炉乾燥試係 と の 関係
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図
一12　空気 乾 燥 試 料 〜 攪乱試料 と の 関係
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空気乾燥試料飼 煮 沸試料 と の 関係

5． 試験結果の 考察

　一般に 試験 に 際 し
一

つ の 土粒子が細か く分れ れ ば細粒

部 分 が 多 くな り数 涸の 土 粒 子が 結合 し て ，見掛上 一つ の

粒子 とな れ ば粗粒 部分 が 多 く な る 。 し か るに 本来の 土粒

子 が 試験甲 に 細分 され る こ と は 起 り得 な い か ら粒度の 変

化 は 専 ら見挂1上一体 とな っ た 粒 子が ど の 程 度 に 分散す る

か に よ っ て 起 る もの と考え られ る 。

　前述 の 試験 結果に よれ ば炉乾燥試料 は 乾燥 に よ る沈泥

分又び粘土分の 結合 が 薯 る し く， 結合 し た 土粒 子 は 分散

剤 に よ っ て も容易 に 分 故きれ 難い た め 粒 度分 析の 結果 に

甚だ しい 誤差 を生 じ，一
般に 砂分 が 多 く表 わ れ そ の 程 度

は粒 度に よ り土質名称 の 相異 を生ず るほ どで あ る。 従 っ

て炉乾燥試料に よ る粒度試験 は 行 うべ きで ない 。

表一1
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（空 気乾燥 試料 の 粘土 分 ）％

　　　　　　 図
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　　空気乾燥試料（・自然試料 と の 関係
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　（c ）　粘土分 （図
一9，

10，11，12 参 照 ）

　炉乾燥試料 は 空気乾燥試料よ りかな り少 な く算出 き

れ ， 煮沸試料及び自然試料 は 空 気乾燥試料よ り僅 か 多

く， 攪 乱 試料は炉 乾 燥試料 とは 逆 に か な り増加す る 。

　煮沸試料 ， 自然試料，攪乱 試料 は 砂分 が 空気乾燥試 料

よ り少な く算出 きれ る こ とは 前述 の 如 くで あ るが ， こ れ

は粘土分の 土粒子の 分散が 空 気乾燥試 ：料よ り も良い た め

空 気 乾 燥 試料 の 時に 砂 伽 こ表わされ る もの が 粘土分に移

行す るた め と考え られ る 。 煮沸試料，自然 試 料 ，攪 乱 試

料 の 沈泥分 は大休空 気 轍 息襲試料と同程度 の 分散を示して

い る。従つ て 単 に 土粒子 の 分散 を完全 に す る とい う見地
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か らすれば ， これ 等 の い ずれ の方法 S合理的で あ るが，

粒 度試験の 結果 に よ り土 の 分類を行う際 に JISに 規定 さ

れ た結果 と著 る しい 差をきた さな い た め に は 空気乾燥以

外の 試料状態 で 試験 を行 うとすれ ば分散の程度の 大 きく

か つ 散 らば っ て い る攪乱 試科 よ りも （図
一4，8，12参照 ）

空気乾燥試料 と分散 の 程度 の 差が それほ大 きくな く，散

らば りも少 な い ，煮 沸試料 あ るい は 自然 試 料 に よ る方 が

よ い と思 わ れ る 。 ちなみ に 本試験 に 用い た 123 試料の

各種試料状態 に よ る⊥質名称頻度 を比較すれば，

表一1の 如 くに な る 。

6．　 あ　と　が 　き

　本考察を行 うに あ た ワ武蔵 工業大学教授 中 岡二 郎博士

の 御指導 を頂 き本 誌 をお か りして 厚 く感 謝 の 意 を 表 す る

次第 で あ る 。

　 ま た本試験 に 際 し 615試料 の 粒 度試 験 並 び に デ ーター

整理 を行 っ た小玉克 已 助手 ， 当 時学生 で あ っ た 小岩寿郎

君 （世田 谷区役所勤務），八 木利夫君 （基礎工 業株式会社

勤務 ） の 努力 に 敬意 を表す る 。
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道 路公団の 建設 輸入 機 械

　名神高 速 道路 の
一

部で あ る京都 バ イ パ ス 工 事の 着 工 を

目前 に ひ か え，最近道 路公 団の 輸入 し た建設機械 の 概 略

を記 し て み よ う。

　 ス タビ ライ ザーとし て は，P ＆H 　 LA −88，　 Wood 　54−

S（ロ ード・ミ キ サ ー） と Wood 　820−A （ウ ィ ン ドロ ＿

・
プ ロ ポ ー

シ ョ ナー
），及 び VOgele の 3台 で あ ろ。そ

れ らロ
ー

ド。ミ キ サーの 主 な 性能 は 次表 の とわ D で あ る 。
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　 　 L20cn ユJtt−）
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　 　 （15cm 厚 ）

　転圧機械 と し て は，Albaret の コ ン パ ク ター C−8 （4

輪 の タイ ヤ ・ロ ーラー
で 最大重 量 30ton），　 Vibro の バ

イ ブ レ ー
テ イ ン グ ・ロ ード ・ロ ーラ ー CH30 （被牽 引 1

輪式の もの で ，自 重 3．5ton ， 遠心 力 7ton， 振動数

1，400・vl ，600　r．　p．　m ．） 及 び Hyster の グ リ ッ ド ・
ロ

ーラーD （被牽引式 の もの で ，　 ド ラ ム 外径 1・7m
， 全巾

2．2rn，重 量 14ton，バ ーの 径 1．3cm ，バ ーの 中心 距離

13cm ）の 3 台 で あ る 。

　土工 運搬用 機械 と し て は，Caterpillar 社の DW15 ト

ラ ク ター と No ．428 ス ク レ ーパ ー （容量 9・V13 ，7m3 ）

の 2 台 で あ る 。 DW15 ト ラ ク ターは， ス クレ ーパ ー及

び グ リ ッ ド ・
ロ
ーラーの 牽 引用 とし て 作 られ た デ ィ

ー
ぜ

ル ・エ ン ヂ ン 駆動 の 車輪式 2 軸 の もの で ，前進10段，後

進 2 段 で 最高速度 59．2km ！hr が 出せ る 。

　また，Benoto 杭打機 1機が 輸入きれ ，名神高速道 路

の うち豊 中一
西宮 間の 高架 基 礎 の 打設 に そ の 使用が 予 定

きれて い る 。

　最後 に，ア ス フ ァ ル ト合 材 の 安 定度試験用 機械 と し て

ビーム の ス タ ビ ロ メ ーター（Stabilometer，　Cohesiome −

ter，　 Kneading 　Compactor ，　 Forced　Draft　Ovens ）

1台 を 購入 し た 。

　以 上 の建設機械は，我が 国で は 殆んどが始 め て使用 き

れ る もの だけに，それ等の 操作上 の 調査研究が重要な課

題と考 え られ て い る。

　　　　　　　　　（日本道 路公 団　名神高速道路部）
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